
 

令和７年度 ふじえだ型ピア・サポート活動の取り組み 
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『ピア・サポートを通した 心の育成』 
藤枝市立葉梨西北小学校 



１ 本校のピア・サポート 

  本校では、重点目標を「つよく やさしく～自ら動く力 伝えきる力～」としている。つよ

い心・やさしい心の育成のために「笑顔あふれるピア・サポートたくさんの西北小」をめあて

とし、児童が様々な活動に取り組んでいる。主なピア・サポート活動として、授業だけでなく

「特別活動を通したピア・サポート」、「日常生活を通したピア・サポート」などの学校生活に

おける様々な場面でピア・サポート活動の充実に向けた、継続的な活動を行っている。また小

規模校のよさを生かし、児童一人一人が主体的な活動ができるように、全ての教職員でサポー

トをしている。 

２ 本年度の取り組み 

 （１）授業において 

    葉梨地区では、「心が動く授業」を研修課題とし、その実現に向け本校では、「楽しく思

考し、他者に伝えきる子」の育成を研修の重点としている。本年度は、子ども一人一人と、

クラスの強み・弱みから、教員がそれぞれの研修テーマを設定し、藤枝市が「授業で人を

育てる」を実践するために大切な５つの考え方を意識しながら授業を行った。その中で、

これまでの「教え合い」の相手との関わりに留まらず、「友達に聞きたい、伝えたい、話

したい」といった強い思いを持って授業に取り組むことで、存在感や人間的ふれあいなど

の姿が見られた。相手に分かりやすく伝えきれなくても、周りの友達がピア・サポートを

してくれるという安心感が、「自分の思いを伝えたいな」という意欲につながっていった

と感じる。 

 （２）特徴的な活動 

特別活動を通したピア・サポート 

・１年生を迎える会 ＜提言１＞＜提言３＞＜提言５＞ 

    会の中で各学年が行事や学校の良さを１年生に伝えたり、全校で○×ゲームを行ったり

することで、学校のことを教えるだけではなく、学年間での仲がより深まる時間となった。

また「どのように伝えたら１年生にも伝わるか。」を考えることで他者意識を持ちながら

取り組むことができた。 

・全校代表委員会 ＜提言３＞＜提言４＞ 

    全校で「もっと学校を楽しくするにはどうすればいいのか。」や「西北小であいさつを

広めるためにはどうすればいいのか。」について話し合う場を設定した。授業の一環とし

て実施することで、他学年の友達の良い話し方、聴き方を知ることができた。またペア学

年や西北小全体で、話し方や聴き方、意見を価値づけるなどのピア・サポートもすること

ができた。 

・わくわく班遊び ＜提言４＞＜提言５＞＜提言６＞ 

  １年間で各学年がリーダーとなり遊びを計画した。ペア学年で遊びの計画や進行の仕方

をアドバイスしたり、遊びの中で高学年が低学年をサポートしたりすることを通して、全

校にピア・サポートを広めることができた。 

日常生活を通したピア・サポート 

・ピア・サポートカードの記入と紹介 ＜提言２＞＜提言６＞＜提言７＞ 

    見つけたピア・サポートを、各クラスに配布したカードに記入した。集まったカードは

掲示板で見える化したり、昼の放送で書いた人にインタビューをしたりして、日常の中で

当たり前にあるピア・サポートを価値づけていった。価値づけることで、他者を認める機

会となるとともに、「自分も真似をしたい。」と意欲につながっていった。 

 

３ 本年度の成果と来年度に向けて 

成果として、児童会本部の児童が毎日様々なピア・サポートを放送することで、全校児童一

人一人が意識して取り組むことができた。特にわくわく班（縦割）活動を児童主体で取り組む

ことで、自然とピア・サポートし合う姿が増えてきた。 

課題として、友達や先生に進んであいさつをしようという意識の個人差があることが現状で

ある。そこで気持ちの良いあいさつもピア・サポートにつながることを発信し、あいさつをす

ることの大切さに目を向けられるようにする。今後も児童会で継続して取り組んでいきたい。

 


